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CHSでは従来プラズマにオーミック電流を流しプラ

ズマの周辺領域の回転変換を制御することによって境界
輸送障壁（ETB）を形成することができることを確かめて
来た。東山サイトから土岐サイトへの移転にともなって二
台のNBIの入射方向を両方ともco-injectionにして同時に
入射することができるようになり、オーミック電流を流す
ことなしに顕著なETBを形成することができるようにな
った。これまで電子及びイオンの熱輸送障壁として効果が
ある新古典内部輸送障壁(N-ITB)がCHSにおける先駆的な
実験によって解明されて来たが、これに加えて粒子輸送改
善に効果的なETBも閉じ込め改善の手段として有効な方
法となってきた。 
このETBは二台のNBIの入射後数10msにおいてHα

の信号に急激な自発的減少として観測される。この状態は
NBIの入射が行われている間持続する。この減少と同時に
反磁性計測で得られたプラズマの蓄積エネルギーの上昇
が観測された。初期の実験においては、上昇率は約20-30%
であったが、磁場構造を最適化することによって、さらに
改善することができ、最近の実験ではFig.1に示すように
約４０％に達している。これはH-factorが約２５％改善し
ていることに相当している。 

このETBの分布における特徴は、プラズマ周辺で顕著な電子
密度上昇がおこっていることである。YAGトムソン散乱計測で得
られた分布計測結果は、Fig.2に見られるように周辺領域で電子密
度が約５０-１００％程度上昇していることを示している。この結
果は、Fig.１に示したHCN干渉計の計測結果とも矛盾しない。こ
のことはETBが主としてプラズマの粒子輸送の改善に効果があ
ることを示している。さらにBeam Emission Spectroscopy計測
や、リチウムビームによる周辺密度の詳細な計測によると、密度
勾配が形成されている領域が遷移により外側に移動しているこ
とも確かめられている。一方、今のところ周辺領域での電子温度
の変化は少ないが、磁場構造の最適化によって、温度上昇が見ら
れるショットも存在することがわかってきた。 
ETB形成条件の特徴は、NBIの入射Powerに閾値が存在する

ことである。入射パワーの減少にともなって、ETBへの遷移のNBI
入射開始からの自発的にHαが減少するタイミングは遅くなるこ
とが観測されている。この時間を平均電子密度で規格化した入射
パワーでプロットしたのが、Fig.3である。明らかにP/nが
~500x10-13kW/cm-3より少なくなると、減少するタイミングが遅く
なり始め~200x10-13kW/cm-3以下の領域では遷移がみられない。 
本講演は、ヘリカルプラズマのETBの形成条件や輸送特性に

ついて調べた結果を報告し、さらに、それぞれ熱輸送と粒子輸送
に効果的なN-ITBとETBの同時生成の可能性についても検討する。 
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